
(別紙様式)
平成２９年度 学 校 評 価 シ ー ト

学校名：和歌山県立南部高等学校龍神分校 学校長名：浜野 仁孝 印

目指す学校像 ・地域との連携を深め地元の自然や人材を活用した特色ある教育活動を推進し、地元に根ざした信頼される学校。
・ ・小規模校の利点を生かし、個を大切にした、安心・安全・元気な学校。

育てたい生徒像 ・社会の一員としての市民性を身につけ、積極的に社会で自己実現を図ろうとする生徒の育成。
Ａ 十分に達成した （８０％以上） 学校評価の結果と改善方策の公表の方法

達
Ｂ 概ね達成した （６０％以上）

本年度の重点目標 １ 地元中学校との連携型中高一貫教育と地域の教育力活用を推進し、地域での奉仕活動や村内外へ 成 学校だより、インターネットのホームペー
の広報活動等、地域への発信型の取り組みを進める。 Ｃ あまり十分でない（４０％以上） ジ等を活用して、自己評価及び学校関係者評

(学校の課題に即 度 価結果と改善方策の抜粋したものを保護者及
し、精選した上 ２ 学力幅が大きく多様な進路目標を持つ生徒に対応できるよう指導方法を工夫・改善するととも Ｄ 不十分である （４０％未満） び地域住民に公表する。
で、具体的かつ に、不登校傾向や学習障害をもつ生徒への取り組みを進める。
明確に記入する）

３ ｢時を守り・場を整え・礼を正す」を学校重点目標に掲げ、生徒が主体的に自らの進路を選択し、
社会に於いて高い規範意識や道徳性と公共性をもちながら自己実現を図れる取組を進める。

（注）１ 重点目標は３～４つ程度設定し、それらに対応した評価項目を設定する。 ２ 番号欄には、重点目標の番号を記入する。 ３ 評価項目に対応した具体的取組と評価指標を設定する。
４ 年度評価は、年度末（３月）に実施した結果を記載する。 ５ 学校関係者評価は、自己評価の結果を踏まえて評価を行う。

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価

重 点 目 標 年 度 評 価 （２月１日 現在 ） 平成２９年１２月１日 実施

番号 現状と課題 評価項目 具体的取組 評価指標 評価項目の達成状況 達 成 次年度への課題と改善方策 学校関係者からの意見・要望・評価等
度

｢地域が学び舎」を目標に、地 連携中学校 連携授業やクラブ活動・生徒 ○中高教員の教科・特別活動につ ○連携中学校での授業交 ○連携中学校の在り方につ 〈重点目標１〉について
域の豊かな自然や歴史・文化を生 との交流が十 会活動の積極的な交流 いての協議会実施 流や教職員間の情報交換会 いて交流内容の改善と改 ○龍神村最大のイベント林業祭りにお
かした「総合的な学習の時間」（ネ 分なされ、本 ○中高でクラブ・生徒会活動の交 を実施した。また中学校保 革、教科指導やクラブ活動、 いて分校生として参加し地域への活性
イチャースタディー）を実施して 校の特色が理 流 護者会にて本校の教育活動 進路学習等において、お互 化に貢献したことで高い評価を得た。
いる。また、平成 10 年度より連 解されている について説明を実施した。 いの教員の交流を通してさ その他、関西実業団駅伝やチャレンジ
携型中高一貫教育に取り組み、地 か。 地域での奉仕・ボランティア ○龍神地区チャレンジ推進事業の ○学校開放月間では、地域 らに改善と充実をさせる。 事業、龍神中学校との合同で田んぼア
域に根ざした学校を目指してい 活動への積極的な参加 高校生リーダーの派遣 との防災訓練を実施し、保 ートを実施し地域活動にも高い評価を

１ る。しかしながら、近年、龍神村 地域へ発信 ○生徒の地域活動(防災訓練やボ 護者や地域の方に多く参加 ○地域との連携により、地 得た。
内の児童・生徒数の減少や村内中 する活動が十 ランティア活動等)への参加 して頂けた。 B 域の行事における実行委員
学卒業生の分校入学率が低下して 分に行われて ○地域小学生育成のための 会に生徒を参加させ行事の 〈重点目標２〉について
きている。 いるか。 地域への学校 PR活動の充実 ○龍神中学校はじめ地域住民へで チャレンジ事業にボランテ 充実を図る。 ○国語や英語の習熟度別授業等の学習
連携中学校との教育活動や地域 きるだけ多くのマンスリータイ ィアとして生徒 10 名が参 活動等に熱心に取り組んでいること

との交流を活性化させ、地域に愛 ムズの配布 加し交流をした。 について高評価を得た。
され信頼される学校にしたい。 ○体育祭・文化祭の一般公開 ○マンスリータイムズの ○全教職員が、生徒一人ひとりの悩み

龍神村内全戸配布やＨＰ に親身に相談にのり、不登校傾向の
の充実 を実施した。 生徒へのきめ細かい対応により中学
○地域の行事に生徒が数多 校では不登校の生徒が入学後に改善
く参加し地域の活性化の役 が多くの生徒で見られることに高い
割を担った。 評価を得てた。

生徒の進路希望も多様であり、 教員による 校内授業研究会の実施 ○年 3 回以上の校内授業研究会の ○サポート委員会を定期 ○授業での少人数指導の在 〈重点目標３〉について
個に応じた学力をつけるために、 個に応じた指 実施 的に開催し教職員の連携 り方等について、更に改善が ○生徒の進路について更に充実させ、
英数国で習熟度別授業や少人数 導方法の研究 他の小規模校教員との指導方 ○全日制 4分校の交流会での少人 を充実させ、支援の必要 必要であり、教材の工夫や 生徒一人ひとりのキャリア教育にし
指導を行っているが、更に全職 ・取組みが十 法の情報交換 数指導の在り方に関する情報交 な生徒へのきめ細かな対 評価の在り方を等を検討す っかり取り組んでほしいとの要望が

２ 員共通理解に基づいた対応や指 分に行われて 換会の実施 応ができた。 る。 ある。
導を充実させていく必要がある。 いるか。 悩みを持つ生徒のためのサポ ○サポート委員会の定期的実施と ○ハイパＱＵテストを実 B ○基礎学力や社会に適応で ○学校周辺の道路は観光客の自動車や

心の悩みを ート委員会の充実 全体への報告 施し、学びの丘との連携 きる能力を身につけるため バイク、大型トラックなどスピード
抱えた生徒の 特別支援教育の充実 ○教育研修センター学びの丘等と により解説を頂き、その に放課後の個別進学指導や を出しやすい道路環境であるため自
サポート体制 連携し校内現職教育を実施し、 結果を全教員で共通理解 振り返り学習など組織的に 転車運転マナーは良くなっている
が機能してい 生徒理解や指導法を改善する。 を図り、各生徒への対応 取り組む。 が、さらにマナーと注意を引き締め

に十分に役立てた。 命の大切さの意識向上の要望があっ
た。

生徒一人ひとりの進路意識は全 進路実現に インターンシップや模擬面接 ○全学年、年 3回以上の進路セミ ○インターンシップ、模 ○生徒の基本的生活習慣や規
般に低く、キャリア教育を通じて 向けての意識 の実施 ナー実施 擬面接、進路講演会を目 範意識、コミュニケーション 〈その他〉
主体的に自らの進路意識を高め、 を高めるため ○ 1 年生全員のインターンシッ 標通り実施した。 能力等、将来の生きる力の育 ○生徒がいきいきと学校生活を送って
進路実現していこうとする姿勢を の働きかけが プ実施 ○ＳＳＴを１年生・2 年 成のためにより、様々な学習 おり、地域の特色を生かした教育活
身につけさせる必要がある。 十分なされて ○ 3年生全員に模擬面接実施 生とも２回実施した。 活動を関連付けて実施する。 動に積極的に参加しているという点

３ また、社会での自己実現には、 いるか。 ○学年を縦割りしたグル B ○生徒一人のキャリア発達を で、高い評価を得た。
コミュニケーション能力の育成と 社会に貢献 生徒の共生力を高める ○ソーシャルスキルトレーニング ープで数多く活動を実施 促すため、ロング・ホームル ○体育祭や文化祭、地域の行事におい
望ましい人間関係を構築し、調和 できる共生力、 (ＳＳＴ)の実施 した。自尊感情を高める ームの活性化を進める。 て、地域と連携した点が評価された。
のとれた行動がとれる共生力と社 規範意識を高 単元を新たに開発し、人 ○学校施設の整備、特に校舎、体育館
会の一員としての規範意識が不可 める具体的な 生徒の規範意識を向上させる ○校内清掃や校門指導での身だし 権教育の取組の充実が図 の外壁を整備するような意見もある。
欠であり、それらを育てる取り組 取り組みが行 なみ指導の徹底 れた。
みを更に充実させる必要がある。 われているか。 ○人権、道徳教育の取り組みの継続

充実


